
秋
田
ｏ
払
田
柵
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
払
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
四
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

。
山
崎
文
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

５
　
塩退
跡
の
種
類
　
城
柵
官
衝
遺
跡

６
　
逮退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

払
田
柵
跡
は
仙
北
平
野
の
中
央
部
に
あ
り
、
北
側
に
矢
島
川

・
烏
川
、
南
側

は
丸
子
川
に
狭
ま
れ
、
東
西
に
並
ぶ
長
森

。
真
山
の
二
残
丘
を
中
心
に
位
置
す

る
。
外
郭
線
は
二
丘
陵
を
囲
む

よ
う
に
、
内
郭
線
は
長
森
を
囲

む
よ
う
に
廻
り
、
内
郭
中
央
部

に
は
政
庁
を
確
認
し
て
い
る
。

第
五
五
次
発
掘
調
査
は
内
郭

南
門
西
部
を
対
象
と
し
た
。
本

郷

調
査
で
は
昭
和
五
年
上
田
三
平

休

氏
が

「古
石
垣
」
と
呼
称
し
た

部
分
を
中
心
に
、
内
郭
線
と
長

森
丘
陵
間
の
平
坦
地
に
お
け
る
遺
構
の
有
無
お
よ
び
内
郭
南
門
跡
の
再
調
査
を

行

っ
た
。
調
査
の
結
果
、
石
塁
を
外
面
と
し
た
築
地
土
塀
、
版
築
に
よ
る
基
礎

整
地
地
業
な
ど
古
代
の
遺
構
群
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

木
衛
は
Ｓ
Ｘ
六
八
七
整
地
地
業
の
下
部
、　
Ｓ
Ｘ
七
二
五
か
ら
、
削
屑

。
材

木

・
木
製
品

。
樹
皮
な
ど
と
共
に
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｘ
七
二
五
は
内
郭
線
築
地
上

塀
Ｓ
Ｆ
六
九
〇
の
構
築
前
に
埋
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
木
簡
の

埋
没
時
期
は
、
政
庁
の

「第
１
期
直
前
」
期
で
あ
り
、
八
世
紀
末
の
実
年
代
を

与
え
て
い
る
。

８
　
木
衛
の
釈
文

。
内
容

以
下
の
釈
文
は
、
目
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授
平
川
南
氏
の
御
教
示
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

〔日
綬
伏
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□
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日
日
日

日
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□
□
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1984年出上の木簡
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日
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日
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〔
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⑪
は
上
部

・
下
部

。
右
側
が
欠
損
し
て
お
り
、
左
側
縁
辺
部
は
著
し
く
磨
滅

し
て
い
る
。
右
側
面
お
よ
び
裏
面
は
割
れ
膚
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
使
用
後
割
ら

れ
た
も
の
か
、
割
ら
れ
た
も
の
を
再
利
用
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
②
は

上
部
欠
損
、
現
存
郡
も
下
三
分
の
一
ほ
ど
あ
た
り
で
横
に
折
れ
て
い
る
。
下
部

は
意
区
的
に
両
側
面
か
ら
削
り
取
ら
れ
て
細
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
使
用
目
的

と
方
法
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
ろ
う
。
二
行
日
第

一
字
は

「
大
」
あ
る
い

は
「
方
」
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

「経
師
万
呂
」
部
分
を
抹
消
し
、
「
万
呂
」
を
繰

り
返
し
て
書
い
て
い
る
。
０
と
０
は
削
屑
で
あ
る
。
④
は
上
部
。下
部
・左
側
が

久
損
し
て
い
る
。
⑤
の
二
文
字
日
は
示
偏
か
衣
偏
の
文
字
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
委
員
会
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

『払
田
柵
跡
―
第
五
五
ぞ
五
九

次
発
掘
調
査
概
要
―
』
３
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報
一
九
八
四
し

（
一
九
八
五
年
）

（船
木
義
勝
）

い
」
砒
朝
呻

。す

ユ
共

イ

ェ
Ｊ
Ｐ
Ｘ
ｐ
す
上分

粛
感
熾
呵




